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第４９７回 月例

それ以外の月は

最終日曜日
１２月は

第４日曜日

ＵＲＬは http://kawasaki.qee.jp/
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◇来月の月例は８月２７日です。
４月から１０月までは夏時間

スタート時間 （受付けは早めに済ますようお願いします）

子供１Ｋ ８：15

３Ｋ（Ａ） ８：30（NO-C 主に男子仕分け3999以下）

３Ｋ（Ｂ） ９：00（NO-C 仕分け男子4000以上）

５Ｋ ９：30

10ｋ 10：15

次月棄権受付は 10時15分まで

先
月
の
月
例
は
、
梅
雨
の
真
っ
只
中
、
１
ｋ
ｍ
か
ら
10
ｋ
ｍ
ま
で
雨
中
の
も
と
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
時
折
激
し
い
雨
も
降
る
、

あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
夏
本
番
を
迎
え
、
ジ
ョ
ガ
ー
・
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
に
は
水
分
補
給
に
十
分
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
身

体
の
水
分
が
不
足
し
て
い
る
と
、
汗
が
次
第
に
出
に
く
く
な
り
、
脱
水
症
を
起
こ
し
ま
す
。
「
の
ど
が
渇
く
」
も
か
な
り
遅
い
脱
水
の

サ
イ
ン
で
す
。
体
重
の
２
～
３
％
の
水
分
が
不
足
し
な
い
と
の
ど
の
渇
き
は
出
ま
せ
ん
の
で
、
夏
は
喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
発
汗
状
態
に
は
常
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
汗
が
出
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
時
は
、
す
ぐ
に
水
分
を
摂
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
皮
膚
が
乾
燥
し
て
き
た
り
、
塩
の
結
晶
が
皮
膚
に
浮
い
て
い

る
よ
う
な
状
態
は
非
常
に
危
険
で
す
。
す
ぐ
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
給
水
（
２
％
～
４
％
の
食
塩
水
や
経
口
補
水
液
な
ど
）

で
回
復
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
汗
を
か

く
能
力
は
個
人
差
（
１
時
間
に
１
㍑
か

ら
４
㍑
）
が
あ
り
ま
す
が
、
胃
か
ら
の

水
分
吸
収
力
は
そ
の
半
分
く
ら
い
で
す
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
長
時
間
の
運
動

で
は
少
し
ず
つ
脱
水
は
進
み
ま
す
が
、

15
分
お
き
に
２
０
０
㍉
㍑
程
度
の
給
水

（
塩
分
を
含
む
）
を
行
え
ば
数
時
間
は

安
全
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
夏
は
、
是
非
ご
自
身

で
自
分
に
あ
っ
た
水
分
補
給
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
、
練
習
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

写
真
は
雨
中
で
の
皆
さ

ん
の
激
走
で
す
。

お
め
で
と
う
！

左
写
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、
一
○
○
回
連
続
出
場
賞
を

４
月
月
例
で
達
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。
６
月
月
例
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賞
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４
５
５
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浜
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５
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（
連
続
一
○
○
回
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８
年
４
ケ
月
の
継
続
で
す
）
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「熱中症」を予防しよう！

水分はこまめに摂りましょう！
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

月例（ボランティア） 役員

へなって頂けませんか！

月例川崎マラソンも今年の１０月で５００回を
迎えます。これまで多くのランナーの方々と協力
共同して月例マラソンを運営してまいりました。

運営をお手伝い頂ける方（ボランティア役員）
を募っております。お近くの役員へご相談下さい。

６月 第４９６回 月例 梅雨のさなかで行われる
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７日 国連本部にて核兵器禁止条約の採択が決

まった瞬間、歓喜の中で握手を交わす被爆者の

サーロー節子さん（中央）と藤森俊希さん。

（その左 NYにて JCP HPより撮影:池田晋記者）

ついに「核なき世界へ」歴史は動いた

「核兵器禁止条約」採択！（７／７）
国連加盟国（１９３カ国）の約３分の２にあた

る１２２カ国の賛成（棄権１、反対１）で条約は
採択されました｡核兵器違法化の歴史的な壮挙で
す｡（被爆国＝日本政府、核保有国はボイコット）
この条約では「ヒバクシャ」は、耐え難い犠牲を
こうむった存在であるとともに「核兵器のない世
界」をつくる創造者として明記されました。これ
は、まさに戦後、被爆者の方々の道のりを、正当
に評価したもので被爆者に心を寄せた血の通った
温かい条約になっています。また戦後70年の反核
運動と世界の良心とが連動しての結実で、日本で
は条約を批准する非核の政府の樹立が必須です。
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写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

今
年
は
空
梅
雨
の
せ

い
か
「
チ
ィ
ー
」
と
ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
が
鳴
い
て

い
る
。
手
が
届
く
木
の
幹
に
止
ま
っ
て

鳴
い
て
い
た
。
小
学
生
が
来
て
「
お
じ

さ
ん
何
を
探
し
て
い
る
の
？
」
と
訊
ね

ら
れ
、
セ
ミ
だ
よ
と
答
え
た
ら
「
僕
を

抱
っ
こ
し
て
捕
え
さ
せ
て
」
と
せ
が
ま

れ
た
。
実
際
に
ゼ
ミ
を
直
に
観
察
す
る

こ
と
は
結
構
だ
が
、
知
ら
な
い
人
に

「
抱
っ
こ
し
て
」
と
頼
む
天
真
爛
漫
は

良
い
と
し
て
警
戒
心
の
な
さ
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
。
背
の
届
く
高
さ
に
居

た
の
で
彼
は
手
で
捕
ま
え
た
。
「
放
し

て
あ
げ
た
ら
」
と
言
っ
が
大
事
に
持
ち

帰
っ
た
。
此
方
は
安
倍
首
相
の
刎
頚
の

友
ー
加
計
学
園
獣
医
学
部
開
学
。
用
意

周
到
な
ま
で
腹
心
た
ち
の
「
総
理
の
ご

意
向
」
を
関
係
省
庁
へ
働
き
掛
け
。
安

倍
政
権
の
国
政
私
物
化
に
都
民
は
反
発
。

自
民
都
議
選
歴
史
的
敗
北
を
受
け
、
安

倍
首
相
出
席
で
前
事
務
次
官
前
川
氏
と

の
委
員
会
で
の
直
接
対
決
。
前
川
氏
が

「
行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
」
と
発
言
後

読
売
が
「
前
川
氏
が
出
会
い
系
バ
ー
へ

に
出
入
り
」
と
人
格
を
貶
め
る
三
面
報

道
。
官
房
長
官
も
追
掛
け
乗
り
品
な
し
。

編
集
後
記

第
４
９
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①

こ
ど
も
１
ｋ
ｍ
１
位

９
４
４
６
小
野
田

勇
貴
君
（
小
５
）

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
今
日
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
住
ま
い
は

横
浜
市
の
金
沢
区
で
す
。
お
母
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、
一
緒
に
走
り
始
め

た
時
、
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
っ
て
お
も
し
ろ
い
な
！
」
と
感
じ
、
練
習
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
に
出
た
時
に
入
賞
し
、
も
っ

と
楽
し
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
練
習
す
る
時
は
２
～
３
㎞
は
走

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

②

兄
弟
ラ
ン
ナ
ー

３
４
７
２
新
井

優
芽
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

９
３
２
３
新
井

優
太
君
（
小
４
）

優
芽
チ
ャ
ン
は
年
長
さ
ん
、
優
太
君
は
小
学
校
４
年
生
で
す
。
月
例
川

崎
マ
ラ
ソ
ン
は
友
だ
ち
が
走
っ
て
い
て
、
そ
の
友
だ
ち
か
ら
誘
わ
れ
て

走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
き
ま
し
た
。

３
回
目
に
な
り
ま
す
。
優
芽
チ
ャ
ン
は
い
つ
も
は
お
母
さ
ん
と
走
る
の

で
す
が
、
今
日
は
最
後
ま
で
一
人
で
完
走
し
ま
し
た
。
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
は
、
お
父
さ
ん
も
こ
こ
で
走
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
雨
が

降
っ
て
い
る
の
で
、
お
父
さ
ん
に
は
今
日
は
１
日
運
転
手
さ
ん
に
な
っ

て
も
ら
い
車
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
。

③

ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー

６
０
５

吉
原

尚
二
さ
ん
（
62
歳
）

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
今
日
で
連
続
３
５
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
毎
月
出
て
い
る
の
で
、
も
う
30
年
近
く
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

会
社
は
横
浜
市
港
北
区
に
あ
る
「
富
士
食
品
」
で
、
そ
の
近
辺
を
走
っ

て
い
ま
し
た
。
多
摩
川
沿
い
も
よ
く
走
り
ま
す
。
今
は
、
夜
に
走
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
初
め
て
出
た
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
「
河
口
湖
マ
ラ
ソ

ン
」
で
、
当
時
は
制
限
時
間
が
５
時
間
と
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
何
と

か
４
時
間
59
分
で
走
り
ぬ
き
、
制
限
時
間
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
毎
年
「
河
口
湖
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
、
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
制
限
時
間
が
そ
の
後
、
６
時
間
、
７
時
間
と

徐
々
に
長
く
な
っ
た
お
か
げ
で
、
常
に
完
走
で
き
ま
し
た
。
何
年
か
前

に
「
河
口
湖
マ
ラ
ソ
ン
」
が
「
富
士
山
マ
ラ
ソ
ン
」
に
名
称
が
変
っ
た

の
を
機
に
出
場
し
て
い
ま
せ
ん
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
毎
月
月
末

に
な
る
と
こ
こ
に
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
義
務
感
と
い
う
か
、
自
然
に

古
市
場
に
足
が
動
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

④

３
ｋ
ｍ
Ｂ
１
位

９
４
５
０

大
平

柊
君
（
中
２
）

川
崎
市
橘
中
学
校
の
２
年
生
で
す
。
陸
上
部
に
所
属
し
、
３
０
０
０

ｍ
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
は
９
分
44
で
す
。
今
日
は
、

雨
で
コ
ー
ス
が
ぬ
か
る
ん
で
い
た
の
で
う
ま
く
足
を
運
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
イ
ム
は
10
分
30
秒
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
月
例
川
崎
マ

ラ
ソ
ン
も
、
小
学
校
の
時
の
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
に
勧
め
ら
れ
て
今
日

初
め
て
き
ま
し
た
。
陸
上
部
で
は
去
年
、
川
崎
市
で
８
位
以
内
に
入
り
、

金
沢
区
の
八
景
島
で
行
わ
れ
た
県
の
駅
伝
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

期
待
し
て
い
た
結
果
を
出
せ
ず
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
部
活
と
勉
強
の
両
立
を
し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
、
今
年
は
頑
張
る
つ

も
り
で
す
。

⑤
兄
弟
ラ
ン
ナ
ー
と
仲
間

９
４
５
３
毛
利

嘉
彦
さ
ん
（
兄
）

７
８
９
５

毛
利

悠
平
さ
ん
（
弟
）

（
仲
間
）
９
０
８
０
緑
川

淳
一

９
４
５
４
京
極

高
義

８
０
５
３
下
田

義
人

７
９
９
３
小
宮

篤
志

５
９
１
８
矢
沢

清
次

７
８
０
５
茂
木

優
二
の
各
氏

今
日
は
、
静
岡
県
の
三
島
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
三
島
を
出
る
時

も
雨
が
か
な
り
降
っ
て
い
た
の
で
、
決
心
が
少
し
ぐ
ら
つ
き
ま
し
た
が
、

仲
間
が
大
勢
出
る
の
で
、
朝
５
時
57
分
発
の
東
海
道
線
に
乗
り
、
や
っ

て
来
た
次
第
で
す
。
入
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ

ン
に
常
時
出
場
し
て
る
「
ラ
ン
ジ
ョ
グ
」
と
い
う
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
で
知
り
ま
し
た

が
、
住
所
が
三
島
な
の
は
我
々
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
走
歴
は
兄

嘉

年間累計出場者 （～６月 ７３７６ )
実数 652 （昨年同月は ８８７５ ）

第４９６回月例参加者動向

男子 女子 合計

85 6 91

102 10 112

6 26 78

11 1 12

1 0 1

140 20 160

158 25 183

57 48 105

402 89 491

13 4 54

197 96 293

599 185 784

種 目

１０ｋ

５ｋ

幼少

中学

高校

大人

計

３
ｋ

（
Ａ

Ｂ
）

子ども１ｋ

延べ出場者

初参加者

棄 権

延べ参加者

彦
さ
ん
が
５
年
、
弟
悠
平
さ
ん
は
20
年
で
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

も
参
加
し
て
い
て
、
地
元
の
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
は
よ
く
出
場
し
ま
す
。

ベ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
３
時
間
45
分
、
３
時
間
32
分
で
す
。
目

標
は
二
人
と
も
３
時
間
30
分
切
り
で
す
。
月
間
走
行
距
離
は
１
５

０
㎞
く
ら
い
で
す
ね
。
週
末
に
は
、
25
㎞
走
っ
て
い
ま
す
。
暑
い

時
期
は
し
ま
せ
ん
が
月
に
１
回
30
㎞
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
静
岡
に
来
た
と
き
は
三
島
に
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
う
な
ぎ
が
格
別
に
お
い
し
い
お
店
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
。

⑥

仲

間

９
１

黒
田
留
美
子
さ
ん

３
１
３
１

岩
井

真
美
さ
ん

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
今
日
は
２
人
だ
け
の
参
加
で
す
が
、

普
段
は
５
人
で
き
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
住
ま
い
は
、
新
横
浜
、

川
崎
、
鶴
見
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
毎
年
か
す
み
が
う
ら
に
は
み

ん
な
で
出
場
し
て
い
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
や
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
に

も
抽
選
で
当
た
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑦

10
ｋ
ｍ
１
位

６
６
３
９

梅
原

竜
郎
さ
ん

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
今
回
で
44
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

10
ｋ
ｍ
で
１
位
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
４
回
あ
り
ま
す
。

５
ｋ
ｍ
と
10
ｋ
ｍ
の
Ｗ
１
位
に
な
っ
た
こ
と
も
１
回
あ
り
ま
す
。

住
ま
い
は
武
蔵
小
杉
で
走
歴
は
５
年
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
、

運
動
は
せ
ず
、
煙
草
を
か
な
り
吸
う
な
ど
不
健
康
な
生
活
を
し
て

い
た
の
で
、
い
つ
か
改
善
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
る
日
曜
日
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
ら
、
そ
の
あ
と
の
爽
快

感
が
と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
目

覚
め
、
毎
日
走
っ
て
い
ま
す
。
月
に
走
る
距
離
は
３
０
０
㎞
く
ら

い
で
す
。
練
習
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
１
㎞
を
３
分
40
秒
で
10
本
行
い
ま
す
。

一
本
ご
と
の
間
に
２
０
０
ｍ
を
80
秒
で
の
ジ
ョ
グ
を
入
れ
ま
す
。

10
ｋ
ｍ
は
35
分
30
秒
台
で
走
り
ま
す
が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
ベ
ス
ト
が
２
時
間
58
分
な
の
で
、
ま

ず
、
50
分
切
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
徐
々
に
タ
イ
ム
を
縮

め
た
い
で
す
ね
。

（
了
）

①
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
胸
・
背
へ
着
け
、

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
の
左
下
へ

吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。
紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

②
大
型
記
録
賞
発
行
は

申
し
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
目
１
～
３
位

た
だ
し
１
ｋ
ｍ
は
小
学
生
。

３
ｋ
ｍ
は

Ａ
Ｂ
合
同
で

高
・中
・小
学
生
対
象

申
し
出
な
き
場
合
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
必
要
な
方
は
本
部
へ
申
し
出
て
下
さ
い
）

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
百
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
：
０
０
２
６
０
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
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